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社会福祉専門職教育の初年次教育と問題基盤型学習（森田）
　ソーシャルワーク学科は，典型的事例や問題，プロジェクトなどを通して，知識や技術を修
得する機会を提供している。また，スーパービジョンを受けながらの150日間（1050時間）の
ソーシャルワーク機関または他の組織における実習が実施される。
　学生数は1学年40名定員で総計160名，教員スタッフは総計8名（教授1名，講師7名）であ
る。
　（2）経験に基づいた学習モデル
　ニューキャヅスル大学では，優れたソーシャルワーカーの養成は，社会正義を強調する枠組
みの中に，実行すること，学生の経験とともに活動すること，理論と実践を統合すること，協
働的な小グループアプローチを用いること，といった要素を位置づけることで到達しうるとい
う信念のもと，ユニークなソーシャルワーク教育モデルを発展させてきた。・このソーシャル
ワーク学科の教育の特徴は，「経験に基づいた学習モデル」と名づけられている。この「経験に
基づいた学習モデル」はPBLの一種とみなされている。
　この「経験に基づいた学習モデル」は，次の相互に関連した8つの要素で構成されてい
る13）。
1）経験に基づいた学習（experienced－based　iearning）
　経験に基づいた学習の重要な一面は，学習者の経験に働きかけるということである。学生
は，理論と実践の科目が別々となっている講義やチュートリアルに出席するのではなく，通常
4から6週間にわたって，テーマに焦点化した学習ユニヅトに組織化される（図1）。
　各ユニットは“きっかけ（trigger）”となる経験（映画，現場からの訪問老，授業での演習な
ど）と共に開始される。学生達はこの“きっかけ（trigger）”を通じて，実践の中でソーシャル
ワーカーが（社会）問題に直面するのと同様に，学習ユニットのテーマに出会うことになる。
次に，学生達は“きっかけ（trlgger）”として提示された教材に対する自身の即座の反応につ
いて認識し，大小のグループでの話し合いの中で，様々な反応について考える。学生達は，
“きっかけ（trigger）”に対する自分の反応に影響を与えている自分自身の生活史や，文化，性
格，教育，仕事等について気づくようになることが期待されている。この気づきは学習過程の
一部となる。つまり，彼らは彼らがそれまでしてきた経験や，持っていた価値観，その世界に
おける自身の立場が，いかに自身のソーシャルワーク実践への取り組みを促進したり，阻害し
たりするのかを探求することを始めるのである。
　EBLで学ぶ学生は，行動することから学ぶ。学生達の学習は，伝統的な試験といった方法や
課題ではなく，行動を伴うプロジェクト（Performance－based　projects）を通して評価される。
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図1　経験に基づいた学習モデル
　　　　　　　／
新しい学習を課題に
　　適用する
新しい学習が課題を完成さ
せるために必要とされる→
　自習とグループ学習
学習目標および個人課題，グル
ープ課題へと焦点づけを行う
　　　　経験
1．学習の隔きっかけ（trigger）”：
、．懇難i嬬及び＼
　自己評価とフィードバック
←　学習ニーズを認識する
　　この状況に反応するために，
　　私は何を知る必要があるだろ
　　うか？
　　文献を読み、調べる
リアクションをメモ
　　する
感情，思考，身体反応←
ぐ一■一　　　　批判的省察
　　　　自身の価値観，偏見，仮説を
　　　　調べる。質問する。考える。
　　　　他者の意見を聴き，グループ
　　　　環境の中で相互にチャレンジ
　　　　する
2）自学自習
　EBLは，生涯にわたって自学自習することのできる者を養成することを目的としている。
EBLでは，表2のように学年ごと，各ユニットごとに，明確な学習目標が提示されている。課
題や宿題は，これらの学習目標を達成することを補助するために計画される。
3）批判的思考／批判的省察
　EBLは，適切な批判的思考の技術や批判的省察を用いて行っていく必要がある。また，創造
性はEBLでは非常に重視されている批判的思考の一側面である。学生の創造力を促進するため
に，1年次にはグループ課題としてワークショップ（アー㌧演劇，写真など）の企画などが
提示される。
4）小ゲループ
　小グループでの活動を通して，学生達は学習課題を実施する際に，自分自身，メンバー相
互，学部，図書館や学習教材，他の科目で獲得した知識や技術，彼ら自身の経験といった，多
様な情報源を活用するようになる。学生達は，この方法によって，各学習段階で適切なソー
シャルワークの知識や技術を発展させ，状況に関連する価値を検討することを学ぶ。彼らはグ
ループダイナミクスの学習，相違について尊重しそれを取り扱うこと，挑戦し挑戦されるこ
と，グループを促進させる技術を発展させ始める。これは学生にチーム状況のような仕事環境
に対する準備をさせることになる。
5）促進者としての教師の役割
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　スタッフは学習プロセスを促進する者，相談者，ガイド，メンター，コーチ，共同学習者，
最終評価者として参加する。EBLでの促進者の役割はソーシャルワーク実践において用いられ
る技術と類似している。つまり，グループワークや個人へのサポートやガイドを提供し，調査
を計画し実行することを進展させるのである。
6）統合的アプローチ
　理論と実践，個人と社会，アートと科学，現場と講義，ソーシャルワーク科目の統合が行わ
れ，各学年毎にユニット全体として学ばれていく。EBLは，現場と大学での学習を近接させ統
合していくことへのニーズを了解しているのである。学生の実習での経験は教室での学習に用
いられていく。
7）教育へのチームアプローチとカリキュラム形成
　スタッフは，チームで教育に取り組むことを通して，教育者として反省的実践のプロセスを
たどる。ソーシャルワーク学科では，すべてのスタッフが取り組む教育目標と戦略を明らかに
する作業に取り組んだ。相違については，共通目標の枠組みの中で話し合いを行った。学生は
特定の学習目標を達成したか，カリキュラム形成と振り返りのミーティングが1～2年に一度
持たれている。
8）社会正義のフレームワーク
　EBLでは，常に社会正義の価値が，コースを通じて明確となるようにしている。社会改良に
取り組み，より平等な社会の実現に向けて努力することが，すべての学習活動の根底におかれ
ている。学習ユニヅトは可能な限り最近の社会問題に関連して構築される。
　（3）初年次教育の実際一ソーシャルワーク入門
　ニューキャッスル大学では，ソーシャルワーカー養成の初年次には，専門教育への導入とし
て「ソーシャルワーク入門」という科目が開講されている。この「ソーシャルワーク入門」
は，現代オ’一ストラリア社会におけるソーシャルワークに焦点をあてており，特に，社会正義
といかに不平等が作られているかを理解することに重点が置かれている。演習，アクティビ
ティ，小グループ活動を通して学生は，学生自身が科目での学習内容を調べていく「経験に基
づく学習」に導入されていく。学生はソーシャルワーク実践に関連している技術を発展させ，
そこに受け継がれている価値と専門職の倫理を学んでいく。授業形態は，週3時間のワーク
ショップと，小グループで学生達が活動する週2時間のワークショップで行われている14）。
1）コースの目的
　①（ソーシャルワークの価値）専門職が社会正義と平等の実現に寄与して活動していくこと
　　を理解し，ソーシャルワークの価値の性質や重要性，自身や他者の考えや立場に変化を起
　　こしていく能力を身につける。
　②（自己覚知）自身の人々や状況，思考等に対する認識を深め，それへの反応表現の仕方に
　　気づく。
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③（コミュニケーション技術）傾聴の技術とフィードバックの授受の技術を学び始める。
④（倫理と専門職実践）専門職の倫理綱領に親しみ，一人でまたチームの一員として活動を
　生み出す能力を高める。
⑤（知識を発展させる）不平等，オーストラリア社会の性質，ライフサイクルの段階と理論
　について知識を発展させる。
⑥（他者とチームで活動していく）小グィレープで活動し，課題を達成し，グループダイナミ
　　クスに関する理解を得ていく能力を発展させる。
⑦（調査および推論技術）高いレベルの情報収集技術，社会政策報告書の分析技術，文献や
　　調査報告書を批判的に読解し評価すること，その根底にある価値観やイデオロギーを同定
　　することとそのための能力を学ぶ。
2）コース内容（2006年）
①社会の中にある不平等を指摘していくソーシャルワークの役割
②オーストラリア社会にある現在の不平等一青年，高齢者，性別，地方
　③発達段階による不平等
　④グループダイナミクスと小グループ理論
　⑤専門職倫理と専門職実践
3）学習ユニット3の実際
　学習ユニット3のテーマは，「収入の不平等」である。ユニット3での学習目標は，次の11項
目である。
　①　オーストラリアにおける福祉供給に関連する現代の争点を調べる。
　②オーストラリアでの富の分配について理解する。
　③相対的貧困，絶対的貧困の概念を調べる。
　④オーストラリアにおける福祉供給に関する支配的な神話やイデオロギーを調べる。
　⑤オーストラリアでの福祉改革に関連する現在の政策論争を調べ，そのような論争が位置
　　する歴史的，政策的，社会的，経済的文脈を探求する。
　⑥経済的不平等について言及するソーシャルワーク専門家の役割を理解し始める。
　⑦福祉課題や価値観，社会における偏見に対する政治的意識を高める。
　⑧個人の経験と福祉に関する視点の間に結びつきを作る。
　⑨不利な立場にあるグループと政府機関や政策との間にある権力関係についての気づきを
　　得る。
　⑩　目的や状況に適した方法で，創造的に考えや情報を提示する技術を発展させる。
　⑪レファレンスや雑誌コレクション，データベース，インターネット機器，オンライン
　　サービスを含む図書館リソースに関する知識を発展させていく。
　また，「ソーシャルワーク入門」のプログラムは，次の表3のように計画されている。
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表3　ソーシャルワーク入門　学習ユニット3のプログラム
週
火曜日（WORKSHOPS：クラス全体）
@　　　　　3時間／回
木曜日（GROUP　TIME：課題に関するグルー
@　　プワーク）
@　　　　　2時間／回
102004年5月11日
E人生の物語プロジェクト
2004年5月13日
Eグループ課題
11 2004年5月18日
ECentrelinkプレゼンテーション
2004年5月20日
ECentrelinkコールセンター訪問
122004年5月25日
E大グループーCentrelink訪問についての話
@し合い
Eゲストスピーカー一Cec　Shevels（サマリ
@タン基金）
2004年5月27日
Eグループ課題
132004年6月1日
Eグループ発表
2004年6月3日
E学習ユニットについてのまとめ
142004年6月8日
E学期のまとめ
2004年6月10日
?ﾆなし
　学生の学習状況の確認と評価は，グループ課題と個人課題を通して行われる。
グループ課題としては，次のようなものが提示された。
ユニット3の
　間近に迫った地方選挙の準備のために，ハンター社会サービス事務所は貧困や経済的
困窮によって作られる諸問題に対する，地方の議員候補者達の関心を引き起こすための
フォーラムを計画している。あなたのグループは，そのフォーラムで，次にあげるグル
ープの一つに影響を与えている貧困問題に光をあてた報告を作りあげるよう依頼され
た。グループは，女性やひとり親家庭，子ども，青年や学生，土着のオーストラリア
人，地方コミュニティ，高齢者，移民や不法滞在者，障害者である。あなた方の報告は
20分で，次のように行われなければならない。
　●ドラマ作品を用いて，聴衆に訴えかけ，社会問題に対する意識を高めていく
　●候補者が，あなた方が選択したグループに対し貧困や経済的困窮を作り出す社会問
　　題について明確に理解できるようにする
　●候補者が貧困について言及するとよいと思われる政策の方向性を提案する
　　候補者のパネラー（PennyとValが扮装する）が，　Asha　Romazan（・・ンター社会
　　サービス事務所コーディネーター）と共に，あなた方の報告に対して，フォロアッ
　　プの10分間の質問時間の間に，回答を行う。
　●評価：合格／不合格
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　また，学習ユニットでの学習を統合するために，以下のようなレポートが個人課題として出
された。学生は，レポートにおいて次の点について言及するよう指示される。
●個人の生活と彼らが生きてきた時代や場所の中にある社会の社会的，政治的，経済
　的環境とを結びつける
●いかにこれらの環境や社会的価値が彼らの生活を形成しているか，いかに何度も繰
　り返しこれらが変化していくかを考える
●性別，社会階級，文化的背景があなたが取り上げた人々の生活変化を決定する際に
　重要であるかを調べる。
●ソーシャルワークにおける批判理論の視点を理解し，提示する。
5　考察
　「ソーシャルワーク入門」は，社会福祉専門職養成のための基礎教育を行うために，初年次
に置かれたクラスである。PBLの一形態であるEBLを教授法として採用している点に特徴が
ある。そこで，このEBLを導入した「ソーシャルワーク入門」から，初年次に行なわれる社会
福祉専門職養成ための基礎教育の目的および方法に関する示唆および課題について検討してい
きたいと思う。
　初年次に行なわれる社会福祉専門職の基礎教育の目的としては，第一に，社会福祉専門職の
価値，特に社会正義の価値枠組みの理解がある。社会正義の価値は，不正義に言及し取り組む
ソーシャルワーカーの役割を導き出し，その実践の推進力となるものである。2005年に改訂さ
れた日本社会福祉士会の倫理綱領では，その前文において，「差別，貧困，抑圧，排除，暴力，
環境破壊などの無い，自由，平等，共生に基づく社会正義の実現を目指す」とし，社会福祉実
践の基盤に社会正義の価値枠組みを置くことを表明している。このことからも，社会福祉士養
成をはじめとする社会福祉専門職養成教育課程の学習活動の根底に，社会正義の価値を置いて
いくことは意味あることである。
　第二に，社会問題，およびそれを生み出す社会環境の性質に関する学習が重視される点であ
る。「ソーシャルワーク入門」ではその目的として，「オーストラリア社会における不平等」「発
達段階による不平等」についての知識を増進することが挙げられていた。人種，階級，性別，
ライフサイクルによって生じる所得格差といった社会問題と共に，それを生み出すオーストラ
リア社会の歴史・文化や福祉制度の根底にあるイデオロギー等について学んでいくのである。
日本の社会福祉専門職教育においては，個人の理解が重視される傾向にあるが，初年次の社会
福祉専門職教育の基礎としては，人間と社会の相互作用の結果生じる社会問題と，それに影響
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を与える社会環境の性質について十分に理解を得られるようにしていくことが重要である。
　第三に，社会問題に関与することを学ぶことである。「ソーシャルワーク入門」では，大学の
所在する地域に実際に存在する社会問題を取上げ，小グループ活動やグループ課題および個人
課題を通して，この社会問題に接近し，関与していく経験を学生に提供している。実際に社会
問題に関与する経験を通じて，学生等は社会問題に影響を与えうる存在として自身を認識して
いくことができるのではないだろうか。座学に終わらず，このような機会を初年次から計画的
に提供していくことが求められる。
　また，EBLの特徴的な教育方法としては，統合的アプローチが挙げられる。つまり，EBLの
ユニットでは，学習の動機付けや情報源となる素材（現場スタッフの講演等），グルーフ．および
個人課題，小グループでの話し合い等のプログラムが提供されるが，これらのプログラムは，
上記の三点に関わる理論と実践，個人と社会，知識と実践，講義と現場，理論と実践が，学生
の経験の中に統合されるよう計画されている。そして，これらの過程に参加することを通じ
て，学生は学習課題を自ら発見し，学習の計画を立て，取り組でいくことを励まされていくの
である。日本の社会福祉専門職の国家資格である社会福祉士等の養成カリキュラムでは，科目
やその内容が指定されており，この中で統合的アブ．ローチを採用していくことには限界があ
る。しかし，近年，初年次教育の課程で，国家資格指定科目以外の入門的教科目，基礎演習，
体験型学習など新たな授業形態が取り入れられており，この中で，どのように統合的アプロー
チの特徴を持つPBLを導入することができるかが課題である。
6　まとめ
　社会福祉専門職養成における初年次教育をどのような目的で，どのような方法で行っていく
かが課題となる中，PBLの理論を概観し，　PBLを導入した初年時教育の取り組みの実際例か
ら，初年次教育の目的とPBLが初年次教育にもたらす可能性と導入の課題について検討を行っ
てきた。初年次教育においては，社会正義の価値枠組みを根底に，人間を（社会）環境との相
互作用の結果生じる不平等の問題やそれを生み出す社会環境の特性，それらの問題に関与しう
るという自己効力感を育むことが基礎学習の目的であり，PBLはそれらを統合的に学ぶことを
促進するアプローチであると言える。また，PBLは，学生が自立的学習者となっていくことを
期待するものでもある。
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